






要約:急性期に臨床的に心血管障害を来さなかった川崎病症例の取り扱いは、外来でたびた

び遭遇する問題点である。『急性期に臨床的に心血管障害を来さなかった』とする場合、一

過性の冠動脈病変の取扱が問題となる。また発症後2年以降、冠動脈病変が出現した例は

なかったが、4 例で新たな不整脈が出現した。不整脈の出現頻度は健常児の検診の結果に

比べて有意に高いとは考えられないが、川崎病との関連も否定できず、今後の検討が必要

と考えられた。 


